
 

パーソルホールディングス株式会社 

2025 年 11 月 11 日（火）16:30-17:15 開催 

FY2025 上期決算説明会 書き起こし 

  



 

【代表取締役社長 CEO 和田】 

本日はご参加いただき誠にありがとうございます。 

代表取締役社長の和田でございます。 

 

本日皆さんにお伝えしたいのはこちらの 3 点でございます。 

まず 1 点目は、2025 年上期の業績でございます。 

上期業績は計画通り進捗しており、通期におきましても計画達成の見通しでございます。特にこの上期はすべて

の段階利益で過去最高を更新しております。また、下期におきましても、一定 M&A の費用がございますけれど

も、それも踏まえまして調整後 EBITDA10％成長の 865 億円は実現できるものと見立てております。 

それから 2 点目は、10 月 1 日に Gojob の株式を取得しておりますので、それに関しまして後ほど少しご説明を

させていただきます。 

それから 3 点目、来期以降に関しましても少し言及をさせていただきます。来期以降の成長もしっかりと実現させ

ていきたいというお話とともに、株主還元等のバランスをしっかりと保ちながら、資本効率をしっかりと意識した規律

ある成長を実現してまいりたいと考えております。 

 

それでは、上期の決算概要等につきまして、CFO の徳永からご説明をさせていただきます。徳永さんお願いしま

す。  



 

【執行役員 CFO 徳永】 

徳永でございます。 

それでは私から上期の全社の決算概要、その後 SBU 別の決算概要と足元の状況、最後に中間配当について

説明をいたします。 

  



 

まず、上期の全社の決算概要でございますが、売上収益、そして売上総利益につきましては、前年対比で 5％

前後の成長でございました。 

また先ほど和田から説明のあったとおり、各段階利益も過去最高でございます。具体的に申し上げますと、営業

利益につきましては前年対比 14％増の 366 億円、そして調整後 EBITDA につきましては、3.7％増の 443

億円。また、中間利益につきましても 12％増の 239 億円でございました。この後少し説明いたしますが、9 月に

棚卸事業を売却し、27 億円の利益が出てございます。その影響で、営業利益と中間利益は大幅に伸びていま

す。なお調整後 EBITDA には一過性の売却益は含んでおりませんので、差が出てございます。 

  



 

続きまして、昨年の上期対比での調整後 EBITDA の増減要因でございます。 

まず売上総利益につきましては、89 億円の増でございました。一方で、販管費につきましては人件費、システム

費等が増えたため 73 億円の増となっており、ネットで 16 億円の調整後 EBITDA の増益になっています。また

記載のとおり、為替の影響が粗利は前年対比で 15 億円、販管費は 13 億円、ネットで約 2 億円程度の減と

いうことで影響が出ています。 

  



 

続きまして、調整後 EBITDA と営業利益の差でございます。 

まず減価償却費につきましては前年上期から 7 億円の増でございました。一方で、未払有給費用の追加の引

当分についてはマイナス 8 億円でございます。これは主に Asia Pacific SBU の影響でございます。また最後に、

先程説明しましたとおり、棚卸事業の売却益 27 億円が足され、営業利益は 366 億円でございました。 

  



 

続きまして、上期の計画に対する達成状況の説明でございます。 

まず売上収益でございますが、ご覧いただいたとおり各 SBU とも 100％前後ということで、ほぼ計画通りの達成

状況でございます。 

一方で調整後 EBITDA は、Technology SBU でマイナス 8 億円となっております。この理由については後ほど

説明いたしますが、グループ内のシステム開発の遅延に伴う影響でございます。また調整、これは主にホールディ

ングスの費用でございますが、Gojob 等の M&A の費用が期初見通しからプラスになっておりますので、11 億円

悪化しています。その他の SBU につきましては、上期の計画に対してそれぞれ上振れ、合計で 13 億円、調整

後 EBITDA が増益という状況でございました。 

  



 

各 SBU 別の売上収益、調整後 EBITDA、営業利益の上期の達成状況と、通期の目標に対する進捗率を

記載しておりますので、後ほど詳しくご覧ください。調整後 EBITDA の Technology SBU の進捗率が通年より

も遅れているのは、先程説明したグループ内のシステム開発の遅延に伴う影響でございます。  



 

続きまして、下期の見通しを含めた通期の見通しを記載しています。 

まず売上収益につきましては、上期もほぼ計画通り進捗いたしましたので、下期もほぼ計画通り進捗すると見て

おります。 

調整後 EBITDA につきましては、先程和田の方からも説明がありましたとおり、Gojob を買収したことに伴う

PMI 費用等で、期初の想定から 10 億円程度費用が増えると現在は見ておりますが、上期 13 億円利益が上

振れましたので、それで吸収して通期の 865 億円は達成できる見通しでございます。 

  



 

続きまして SBU 別の決算概要でございます。 

 

 

まず Staffing SBU でございます。 

KPI を見ていただくと、Q2 は就業者数が Q1 同様 2.2%の増。また請求単価につきましても 2.1％の増という

ことで、全体として昨年の上期対比で 3.7％の増収になりました。また販管費のコントロールも適正に行うことが

できましたので、結果として昨年上期対比で 7.4％増、182 億円の利益を達成しています。  



四半期別の Staffing SBU の請求単価と、就業者数を書いてございますので、後ほどご覧いただきたいと思い

ます。 

  



 

続きまして、BPO SBU でございます。 

BPO SBU につきましては、昨年度 CSL（パーソルコミュニケーションサービス株式会社）を買収した影響により、

売上収益は約 27％の増、調整後 EBITDA も 53％の増ということで、大幅な増収増益を達成してございます。 

CSL の買収等を除いた売上収益と調整後 EBITDA をオーガニックと呼んでいますが、Q2 につきましては 11％

の増でございました。上期累計でも8％強の増収ということで、記載のとおり公共領域、自治体等が好調な状況

でございます。 

  



 

Technology SBU でございます。まず売上収益につきましては昨年の上期同様 10％の増収でございます。 

内訳につきましては右の方に記載してございますが、IT・DX ソリューションで約 6％の増収。機械、電気のエンジ

ニアリングで 8％強の増収。それから登録型派遣・フリーランスで 1.5％の増収ということで、それぞれ増収を達成

してございます。また退職率につきましても、Q2 において 8％台でマネージできている状況でございます。 

一方で調整後 EBITDA につきましては、冒頭説明いたしましたグループ内のシステム開発の遅延に伴いまして、

上期全体で 5 億円程度当初の計画よりも費用が増えている状況でございます。ただ、こちらにつきましては上期

で収束いたしましたので、下期についてはこの遅延の影響は出ないものと見ています。 

  



 

こちらは登録型派遣・フリーランスを除いた正社員ベースの稼働人月、稼働率、売上単価を記載してございます

ので、後ほどご覧いただけたらと思います。 

  



 

続いて Career SBU でございます。 

まず Career SBU のマーケットの状況でございますが、Q2 は Q1 から大きな変化はございませんでした。まずボリ

ュームゾーンにつきましては、個人のお客様、法人のお客様とも引き続き慎重な状況でございます。一方で、ハイ

クラスについては高成長が継続している状況でございます。結果としてグラフのとおり、昨年上期対比で 6.8%の

増収になっています。また利益につきましては、マーケティング投資を昨年の上期対比で今年度上期は 10 億円

程度増やしてございます。マーケティング費以外の費用につきましては適正にコントロールしておりまして、調整後

EBITDA につきましては 18.7％の増益となっています。 

 

  



 

また、人材紹介の生産性と人員数でございますが、まず生産性につきましてはＱ１同様大きく改善しています。

コンサルタントの数につきましては、Ｑ１の 2,785 名から若干減ってございます。これにつきましては、来期の人材

紹介のマーケットの見通しを踏まえながら、下期必要があれば生産性を落とさない範囲で増員も検討していきた

いと考えております。 



 

最後の SBU でございます、Asia Pacific SBU でございます。 

まず為替の影響から申し上げますが、上期で 137 億円のマイナスの影響が出ておりますが、現地通貨で見た場

合は約 5％の増収ということでございます。 

それぞれの事業、マーケットの状況でございますが、ファシリティマネジメントは引き続き好調でございます。人材派

遣は少しまだら模様でございまして、アジア地域は堅調ですが、オーストラリアはやや低調な状況でございます。ま

た人材紹介は、アジア、それからオーストラリアも含めてやや低調な状況が続いてございます。また、調整後

EBITDA につきましては、Ｑ１の決算発表でも説明いたしましたが、今年度はファシリティマネジメント事業を中

心に約 20 億円のシステム刷新費用を計画してございます。上期につきましては 8 億円の計上をいたしました。

また為替の影響は、調整後 EBITDA で上期 3 億円程度出ています。 

  



 

その他・調整でございますが、その他につきましては昨年度上期比較で大きな変化はございません。調整につきま

してはホールディングスの財務会計、管理会計のシステム費用が前年対比で増えたということと、繰り返しになり

ますが Gojob 等の M&A 費用が増えたということで、約 30 億円の費用が増えてございます。 

  



 

続いて中間配当について簡単に説明をいたします。 

 

 

年度初めに通期で年間 11 円の配当予想を開示していましたが、中間配当につきましては予定通り 5.5 円に

て本日決議させていただきました。また期末につきましても 5.5 円の配当の見通しでございます。 

 

以上、私から全社の決算の概要と SBU の足元の状況、最後に中間配当について説明をいたしました。 

  



 

【代表取締役社長 CEO 和田】 

続きまして私の方から、今中期経営計画の取り組みの進捗を踏まえて少しご説明をさせていただきます。 

  



 

まずは我々の経営の方向性として、テクノロジードリブンの人材サービス企業になるということを掲げて進めておりま

す。特にこの表で見ていただきますとおり、今までの Staffing SBU や BPO SBU の事業はワークフォース事業と

定義しまして、どちらかと言いますと人員の増加とトップラインの増加がほぼリンクするという形の事業モデルでござ

います。今後、この上の方の水色のように、人員の増員と事業の成長がシンクロせず、人を増やさずともしっかりと

事業を伸ばせる形、テクノロジーを活用したデジタルプラットフォームをより強化していこうという方針を立てて事業

を推進しております。 

  



 

我々はテクノロジーに関して主にこの 4 つの事象に取り組んでおります。今回、特に③コア事業の価値向上、そ

れから④新たな価値の創造ということを意図した取り組みとして、次のページにございます Gojob を取得いたしま

した。 

  



 

10 月 1 日に株式取得を発表いたしましたが、85.2％の株式を取得する形で、AI ドリブンの人材派遣のプラッ

トフォームを獲得いたしました。 

 

 

特に Gojob の持っている技術力、成長性、拡張性に非常に魅力があると判断をしております。約 2 年間様々

な企業をリサーチしながらたどり着いた企業でございますので、しっかりと彼らの強みなども把握した上で、今回

M&A をさせていただいています。技術力、成長力それから拡張性、この 3 つがデジタルプラットフォーム事業の成

長に非常にフィットする形だと認識しております。 

 



 

強みはこちらに記載しておりますが、典型的なのが、例えば確定までの時間が、今まで通常 2 日間ぐらいかかって

いたところが 24 分でできる点や、候補者のキャンセル率が 1％を下回る点です。顧客サイドにも候補者サイドに

も非常に満足度の高いサービスを提供できておりますので、左上に書いてございますとおり、求職者のリピート率

が 75％、顧客満足度が 73 と非常に高く、業界の中でも非常に高い水準を維持できております。これが成長の

源泉になっており、リクルーターの人数を増やさずとも売上を 5 年間で約 5 倍にしております。人員数は変えずに

売上を 5 倍にできるモデルが出来上がっており、これを 1 つの形にして横展開できるモデルでございます。 

  



 

こういったものを加えまして、来期以降も持続的な成長を進めていくとともに、収益率の改善もしっかりと目指して

いきたいと思っております。 

  



 

特に国内での AI 活用をしっかり進めていくということと、コア事業の価値を向上させるということを両立させ、

Staffing SBU、BPO SBU、Technology SBU それぞれ、FY2027~FY2028 に調整後 EBITDA マージ

ン目標を設定し、ここに記載したとおり、Staffing SBU 6％、BPO SBU 8%、Technology SBU 10％と、

確実に収益率を改善させていきます。また、Career SBU においても、今後の AI 投資を一層加速させることに

よって、生産性の向上と事業拡張を同時に進めていく、こんな取り組みを進めてまいります。 

加えまして Asia Pacific SBU におきましても、収益性の改善を進めていく取り組みを積極的に推進し、現状も

改善に努めておりますので、それを確実に進めることで、今期以降も調整後 EBITDA の 10％の成長をしっかり

と実現してまいりたいと考えております。 

具体的な内容に関しましては、2026 年 5 月の決算のタイミングでもまたご説明ができると思っております。 



 

続きましてグループのトピックでございます。 

 

 

統合報告書 2025 を発行いたしました。これは中期経営計画の中間レビューというような意味もございますし、

我々の中身をより詳しく皆様にご理解いただけるために用意をしております。幸い昨年度はアワードをいただくとと

もに、GPIFからのご評価もいただいております。今年度もそれにしっかりと恥じないような形で内容を充実させてお

りますので、ぜひ皆様ご一読をいただければと思っております。 



 

それから全般的なトピックス、さまざまございます。万博も終わりましたが、その方々への支援や、事業の中でも AI

をしっかりと取り込んだ形での事業展開を進めており、さまざまなトピックスを記載しております。全社では、はたらく

人のウェルビーイング実態調査 2025 を発表しております。我々は事業成長、社会的な価値と経済的価値、こ

れを共存させることに取り組み、”はたらく Well-being”創造カンパニーになるということを自称し、それにしっかりと

ミートできるようにこういった取り組みをさせていただいておりますので、ぜひお時間ある時にご覧いただければと思っ

ております。 

 

以上、私の方からの報告でございました。 

 

（終） 


